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一 般 質 問

◆
消
防
法
改
正

問
　
消
防
法
改
正
に
よ
り
義
務

化
さ
れ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
に
つ
い
て
の
本
市
の
取
り

組
み
を
伺
う
。
ま
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
製
品
に
加
え
、
性
能

に
定
評
が
あ
り
価
格
も
安
価
な

Ｕ
Ｌ
規
格
適
合
製
品
を
本
市
と

し
て
も
推
奨
出
来
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
近
年
、
我
が
国
で
は
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
は
、
佐
倉
市
八
街
市

酒
々
井
町
消
防
組
合
条
例
に
よ

り
、
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
平

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存

の
住
宅
は
平
成
20
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
が
必
要
と
な
る
の

で
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の

「
鑑
定
」
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い

る
機
器
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

な
お
、Ｕ
Ｌ
規
格
適
合
製
品
は
、

今
後
の
審
査
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

◆
宅
地
開
発

問
　
開
発
行
為
の
規
制
を
逃
れ

る
形
で
、
一
年
ず
つ
次
々
と
継

ぎ
足
し
で
９
９
９
㎡
以
下
の
宅

地
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
都
市

計
画
上
の
問
題
が
あ
り
、
近
隣

住
民
や
隣
接
農
地
に
大
き
な
迷

惑
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市

は
そ
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
掌

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
な

ん
ら
か
の
規
制
措
置
を
含
め
た

対
策
が
取
れ
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
本
市
の
場
合
、
１
千
㎡

以
上
の
宅
地
造
成
を
す
る
場
合

に
は
、
開
発
行
為
に
該
当
し
、

開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
協

議
、
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
市

と
の
協
議
が
必
要
の
な
い
規
模

の
造
成
行
為
は
、
そ
の
取
り
扱

い
の
基
準
上
、
工
事
の
完
了
後

一
定
期
間
を
経
過
し
た
場
合
、

一
体
の
開
発
行
為
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
農
地
転
用
の
許
可
を
伴
う

場
合
は
、
農
業
委
員
会
で
隣
接

農
地
等
に
影
響
の
な
い
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
一

体
の
開
発
に
関
す
る
基
準
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
に
対
し
、

見
直
し
の
要
望
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業

問
　
文
化
的
施
設
用
地
の
計
画

を
伺
う
。

市
長
　
文
化
的
施
設
用
地
は
、

平
成
13
年
度
に
千
葉
県
地
方
土

地
開
発
公
社
へ
、（
仮
称
）
公

共
核
施
設
整
備
事
業
用
地
と
し

て
、
そ
の
用
地
取
得
事
業
を
委

託
し
、
先
行
取
得
し
た
と
こ
ろ

で
、
場
所
は
八
街
駅
北
口
の
現

在
、
暫
定
ロ
ー
タ
リ
ー
及
び
暫

定
駐
輪
場
と
し
て
使
用
し
て
い

る
区
画
で
、
仮
換
地
後
の
面
積

は
、概
ね
５
千
８
０
０
㎡
で
す
。

千
葉
県
地
方
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
用
地
の
買
い
戻
し
は
、

平
成
22
年
度
末
を
期
限
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
時
期

を
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
文
化

的
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
、

機
能
、
規
模
、
施
設
の
構
成
な

ど
か
ら
な
る
建
設
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
活
用
や
土

地
信
託
方
式
の
採
用
で
計
画
の

早
期
着
工
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

市
長
　
施
設
整
備
手
法
の
一
つ

と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
活
用

も
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
作
業
に
入
る
前
に
、

通
常
の
施
設
建
設
と
同
様
で
す

が
、
施
設
の
建
設
基
本
計
画
の

策
定
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
も
配
慮
し
な
が
ら
行
う
必
要

も
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を

活
用
し
て
も
早
期
の
着
工
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
信
託
方
式
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

◆
自
主
財
源
の
確
保

問
　
新
た
な
歳
入
確
保
に
向
け

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
地
元
企

業
の
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
す
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長
　
新
た
な
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
、
民
間
事

業
者
等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

有
料
で
広
告
の
掲
載
、
ま
た
は

広
告
物
の
掲
出
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
バ
ナ
ー
広
告
は
、

今
後
、
行
財
政
改
革
の
中
で
掲

載
要
領
の
制
定
を
含
め
、
調
査

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
八
街
駅
自
由
通
路
の
有
料

広
告
の
早
期
導
入
を
望
む
が
如

何
か
。

市
長
　
八
街
駅
自
由
通
路
の
有

料
広
告
は
、
階
段
部
壁
面
を
有

効
利
用
し
、
広
告
掲
出
の
場
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
工
業
等
の
活
性
化
に
も
寄
与

し
、
ま
た
施
設
の
保
守
管
理
に

係
る
財
源
の
創
出
の
一
つ
の
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
料
広
告
板
の
設
置
は
、
行

財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
の
事

務
事
業
の
見
直
し
の
中
で
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
法

令
の
整
備
及
び
他
市
町
村
等
の

状
況
や
事
例
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
早
期
実
施
に
向
け
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
児
童
ク
ラ
ブ

問
　
各
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は

如
何
か
。

市
長
　
本
市
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
状
況
は
、
平
成
17
年
11

月
現
在
、
５
カ
所
の
児
童
ク
ラ

ブ
全
体
で
１
９
６
名
の
児
童
が

入
所
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
放
課
後
、
安
全
に
生
き
生

き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場

と
し
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

を
図
り
、
保
護
者
等
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
笹
引
小
学
校
・
二
州
小
学

校
に
は
、
ま
だ
開
設
さ
れ
て
い

な
い
為
、
早
期
開
設
を
望
む
が

如
何
か
。

市
長
　
二
州
学
区
は
、
現
在
学

校
の
校
舎
内
へ
の
開
設
に
向

け
、
前
向
き
に
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
笹

引
学
区
も
、
現
在
設
置
に
向
け

検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
児
童
館

問
　
子
供
達
の
居
場
所
と
し

て
、
ま
た
児
童
生
徒
の
社
会
的

交
流
の
場
と
し
て
の
児
童
館
の

建
設
を
望
む
が
如
何
か
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
、
児
童
館
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

本
市
の
現
状
で
は
早
急
に
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
市
内
５
カ
所
で
開
設
し
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
ま

た
未
設
置
学
区
へ
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
順
次
設
置
等
、
放
課
後
の

児
童
の
居
場
所
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

◆
介
護
保
険

問
　
利
用
状
況
は
如
何
か
。

市
長
　
本
市
に
お
け
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
、
平
成

17
年
６
月
末
現
在
で
、
要
介
護

等
認
定
者
１
千
５
１
０
人
に
対

し
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
８
７
９
人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
３
０
３
人
で
す
。
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個
人質

問

鯨
井
眞
佐
子

個
人質

問

？？PFI？？

公共施設等の建設、

維持管理、運営等を民

間の資金、経営能力及

び技術的能力を活用

する手法。


